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取扱説明書を必ずご参照ください。 

 

＊＊2022 年 11月 9 日（第四版）                          医療機器製造販売承認番号 22700BZX00338000 

＊2021年 3 月 1 日（第三版） 

機械器具(3)  医療用消毒器 

管理医療機器 一般的名称 （オゾンガス消毒器） （JMDNコード：46087002） 

オゾン室内消毒装置 ＭＡＣ－１０００ 

 
【警告】 

●使用方法 

１．医療施設従事者のみが使用すること 

２．ＭＡＣ－１０００を使用前に、ＭＡＣ－１０００の 

取扱説明書、添付文書を熟読すること。 

３．本品の消毒を唯一の消毒手段とせず、必ず日常的な清掃 

・消毒と併用して使用すること。 

●適用対象 

１．本品は微生物を不活化する消毒器としてオゾンガスを使用 

して医療施設等を消毒するものであり、それ以外の環境に 

おける微生物は対象外である。 

 

【禁忌・禁止】 

１．無人の室内での消毒以外には使用しないこと。 

[オゾンガス吸入による傷害が発生する恐れが有ります] 

２．装置を運転する前にオゾンが室外に漏れないように、目張りな 

どを行うこと。 

[オゾンガス吸入による傷害が発生する恐れが有ります] 

３．運転を開始後30秒以内に室外に出て、装置が停止するまで室 

内に入らないこと。 

[オゾンガス吸入による傷害が発生する恐れが有ります] 

４．可燃性ガス環境で使用しないこと。 

[爆発または火災を引き起こす恐れがあります] 

【形状・構造及び原理等】 

<装置外観> 

 

 

表示部 

 

リモコン 

質量：約１６ｋｇ 

<電気的定格> 

定格電圧  AC100V 

周波数   50/60Hz 

電源入力  ８９ＶＡ 

電撃に対する保護の形式   クラスⅠ機器 

<作動/動作原理> 

装置内のオゾンランプが点灯することによりオゾンガスを発生する。

そのオゾンガスを循環用ファンにより部屋の中で拡散させ、設備表面

に存在する微生物に対しオゾンガスの酸化・還元作用により不活性化

する。 

そして余剰なオゾンガスは、循環用ファンにより装置内に取り込こむ。

取り込まれたオゾンガスはオゾンガス分解触媒フィルタを通過すること

によりオゾンガスが分解される。 

<電磁両立性> 

本製品はEMC規格JIS C 1806-1:2010に適合している。 
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【使用目的又は効果】 

微生物を不活化する消毒器としてオゾンガスを使用して医療施設等を

消毒する。 

【使用方法等】 

  次の手順にて使用願います。 

１．準備  

① オゾンガス消毒器を起動する。 

ご使用の前に正常動作するかを確認してください。 

②オゾンガスが消毒対象の部屋から漏出を防ぐため消毒器を

使用する際は、必ず入出口に目張り等の処置をして下さい。

尚、オゾンガスモニタを入出口に設置する事を推奨します。 

   ③ 設置例 

 

２．使用開始 

① 電源を入力する。 

電源が“切”の状態の時、表示部は全て消灯されています。 

② 運転操作  

１） オゾンガス消毒器の運転を開始する 

運転ボタンもしくは、リモコンの運転ボタンを押すことにより運転 

を開始します。 

  この時点では送風機能のみが動作するためオゾンガス消毒 

機能はまだ行われていません。 

２）オゾンガス消毒開始 

  運転開始状態で運転ボタンをさらに１回もしくは、リモコンの消毒

ボタンを押し、更に消毒時間を設定する事によりオゾンガス消毒

が開始されます。消毒中は「消毒ランプ」が点灯します。この場合

速やかに消毒対象の部屋より退出し、確実にオゾンガスが漏れな

いよう出入口のドアや窓等外部への流出を防ぐために確実に閉

めること。オゾンガス消毒は全て自動で行われ「オゾンガス消毒」

時間は連続で６時間から１２時間、「オゾンガス分解」時間は連続

で３時間の計９時間から１５時間を１サイクルで実行します。オゾ 

ンガス分解中および分解終了時には、「分解ランプ」が点灯しま 

す。 

 尚 オゾンガス消毒・分解処理時間は次の「表１運転モード」を 

参照願います。 

 

 

 

 

表１ 運転モード 

部屋の大きさ 消毒時間 分解時間 総合処理時間 

容積10～30m3 6時間 3時間 9時間 

容積30～45m3 9時間 3時間 12時間 

容積45～60m3 12時間 3時間 15時間 

＊容積60m3以上の部屋には、装置が2台以上必要です。 

消毒する部屋の容積が60ｍ３以上の場合、基本的に台数と部 

屋の容積との関係は、オゾン濃度２ppmもしくは、３００ppm・minを

下回る可能性がある場合は台数を増やして対応する。オゾン濃度

については、測定し、下回った場合は、再度消毒すること。 

３）オゾンガス消毒終了 

オゾンガス消毒終了は、自動で行われその後は空気清浄モー 

    ドになり送風状態となります。 

（注意） 

（ⅰ）強制的に終了するには、「運転ボタン」もしくは、リモコンに 

て運転ボタンを再度押すことにより全ての動作を停止します。

（ⅱ）但し、消毒運転中、もしくはオゾンガス分解中に入室し装置 

を停止することは非常に危険なため、やむを得ない事情以 

外は絶対に行わないで下さい。 

（ⅲ）オゾンガス消毒時に入室する際は、必ず部屋の換気及び 

   オゾンガス防護のため活性炭マスクを用意して作業を行う 

   こと。部屋に残留するオゾンガスは、装置を停止若しくは、

分解モードに変更して下さい。停止の場合は自然分解にお

いて３時間から４時間で分解され入室が可能となります。 

     （ⅳ）万が一オゾンガスの漏洩が検知された場合、速やかに

（ⅲ）項を参考に装置の消毒モードを停止させ、オゾン分

解モードに変更しオゾン分解を実施して下さい。また、漏

洩原因が特定できるまで再使用しないで下さい。 

３．使用後 

運転ボタンまたはリモコン運転ボタンを押して停止する。 

停止後は、電源コンセントから電源プラグを取り外し所定の場所に 

保管してください。 

【使用上の注意】 

①装置附属の取扱説明書を読み、よく理解してから使用すること。 

②可燃性ガスや有機溶剤の有る場所で運転しないこと。 

③電源投入後、リモコン操作の確認とすること。操作できない場合は 

電池を交換すること。 

④濡れた手で操作しないこと。 

⑤装置に水をかけないこと。 

⑥保守、点検時には必ず電源スイッチを切って電源プラグを抜くこと。 

⑦運転中は、空気の吸入口、吐出口をふさがないこと。 

⑧消毒処理中の部屋には施錠、注意表示を行うこと。 

⑨装置を持ち上げる時は2人以上で行うこと。 

⑩容積10m3より狭い部屋で使用しないこと。 

⑪湿気の多い場所や屋外で使用・保管しないこと。 
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⑫電源の電圧,周波数および許容電流値に注意すること。 

⑬アースを正しく接続すること。 

⑭使用する時は空調を全て使用しないこと 

⑮オゾンガスによる劣化のおそれがあるもの（天然ゴム及びそれに類 

するもの）及び重要な電子機器類は、室外に出すか接触しないようビ 

ニールで覆うなどの処置をすること。オゾンガスの耐食性が認められ 

ている主な物として、未処理のアルミニウム、ウレタン、ナイロン、クロ 

ロプレンゴム、ニトリルゴム、ポリウレタンフォームがある。 

⑯誤って入室し、オゾンガスを吸引した場合は、速やかに医師の診断

を受けること 

⑰動物、植物は、装置を作動する前に室外に出すこと。 

⑱電源の周波数と電圧および消費電力に注意すること 

⑲空調などがある場合は全て停止し、共用換気扇は漏れないよう処 

置をすること。 

【保管方法及び有効期間等】 

本装置の使用耐用期間は、正規の定期点検を行った場合に限り6年間

です。 

【取扱い上の注意】 

①直射日光の当たる場所や高温、高湿、ホコリの多い場所に保管しな

いでください。故障の原因となります。 

②長時間使用しない場合はリモコンの乾電池を外してください。乾電池

からの液漏れにより、故障の原因となります。 

③本体に無理な力を加えたり、倒したりしないでください。故障の原因 

となります。 

④本体をシンナーやベンジンなどで絶対に拭かないでください。本体の

材質を傷めるおそれがあります。 

⑤ 本体がひどく汚れた場合は、柔らかい布でから拭きするか、水を含ま 

せよく絞ってから拭いてください。 

⑥傾斜、振動、衝撃（運搬時含む）など安定状態に注意すること。 

⑦化学薬品の保管場所やガスの発生する場所に保管しないこと。 

⑧故障したときは勝手にいじらず適切な表示を行い、修理はメーカー若

しくは販売店に連絡すること。 

⑨機器は改造しないこと。 

【保守・点検に係る事項】 

<使用者による保守点検事項> 

指定された日常点検を実施して下さい。尚、日常点検の詳細は取扱い 

説明書を参照願います。 

<業者による保守点検事項> 

 定期点検及び定期交換を実施する場合は専門技術が必要な為、当社 

及び販売代理店までご連絡ください。 

 

<定期交換部品> 

①交換目安５年の品目 

制御用電源、安定器（オゾンランプ用電源）、制御基板、 

サージアブソーバ、循環用ファン 

②交換目安1年または１000時間のいずれか早い方で交換する品目 

 オゾン分解フィルタ、HEPAフィルタ、オゾンランプ、プレフィルタ 

<消耗部品>  

①リモコン用電池：リチウム電池（ＣＲ２０２５） 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者名 ：教文館管財株式会社 

電話番号     ：０３－３５６１－８５１５ 

FAX番号     ：０３－３５３５－３７６６ 

総販売元     ：荏原実業株式会社 

* 電話番号     ：０４４－９８１－０５６０ 

* ＦＡＸ番号     ：０４４－９８１－０５６１ 


